
　・釣り場：京都、三重、和歌山、兵庫、福井の各県と四国４県

　・参加資格：近畿釣人会の会員、渡船利用に限る

５．その他

　（１回戦参加者は２４名、２回戦は１回戦を勝ち抜いた１８名とシード選手６名を含めた２４名でトーナメント戦を実施）
･決勝大会進出者は下記の１２名。【決勝大会と名人戦は１１月２８～２９日に串本須江で開催】

　⑨桑原英高（紀州グレ研）、⑩長谷川英人（紀州グレ研）、⑪島津栄規（紀州グレ研）、⑫栗山卓博（有田磯凪会）

・８月２日和歌浦一帯で開催

　・期間：平成２１年８月１日～１１月３０日の間

　（１日目の予選リーグでは４名づつの１０組で各１名勝ち上がり・・・→和歌山からは妹尾豊彦【竿酔】、桑原英高

　・参加費：２，０００円

　・対象魚：イシダイ、イシガキダイのそれぞれ３０ｃｍ以上

　・審査方法：魚拓（検量表に連盟会長印又は渡船店印必要）

　・申込み締め切り：参加費を添えて７月２６日連盟事務局（山本）まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

②「チームグレ日和」役員変更

　・旧会長：松林尚愛（退会） → 新会長：西田義明（会長変更に伴い、理事も変更）

③魚拓大会について

　・魚拓大会にアマゴも追加して欲しい（要望あり）→継続審議とする

①近畿釣人会主催「第１回イシダイ、イシガキダイ釣り大会」

　①山本弘茂（和歌山連遊会）、②和田俊雄（礁友会）、③中井嵩博（グレ釣友会）、④福田彰吾（竿酔）

　⑤宮本晶史（竿酔）、⑥五嶌一喜（紀州グレ研）、⑦柴　健二（和歌山連遊会）、⑧中後昌佳（和歌山連遊会）

・２日目の決勝リーグの結果は下記のとおり（和歌山県代表で出場の妹尾氏は本大会３度目の優勝！！）

　優勝：妹尾豊彦（和歌山県釣連盟）、２位：岸本　悟（京都府釣連盟）、３位：小林政司（滋賀県釣連盟）

・２日目の敗者復活戦で次年度シード権を獲得したのは、山口和幸（和歌山県釣連盟）

･決勝大会への抱負（決勝大会進出者）をとりまとめ

・準備等（テント･消耗品・横断幕：中尾、駐車場・パン・飲料：柳田、受付：山戸東・中尾・中畔、ごみ廃棄：山戸東）

・７月２６日（日）開催。雨天決行

・準備物の確認と手配担当者の役割分担を決定（テント：宮井、備品・景品類：山本、朝食：芝野、受付：全員で）

・参加者確認（本日集計分で８１名）、清掃場所は出来る限り昨年同様で（要望あり）

４．第23回海のクリーン作戦参加人数確認ほか

・６月１３～１４日に若狭大島にて決勝大会が京都府釣連盟の主管で開催

・参加選手４０名のうち和歌山からは６名が参加。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時：平成２１年７月２日（木）午後７時～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：ルミエール華月殿

２．第21回日釣連グレ釣りトーナメント結果報告

・協賛いただいているモスバーガーより５００円の商品券を先着２００名様に参加賞として配布する

１．第19回連盟杯グレ釣りトーナメント（１、２回戦）結果報告
・６月７日（日）串本須江「しょらさん渡船」で開催

出席者：和歌山海友会（中尾）、有田磯凪会（堀川）、竿酔（宮本・妹尾・福永）、和歌山グレFC(大畑）、夢翔会（山下）、

　　　　　和歌山がま磯会（中畔）、チームグレ日和（鈴木）、紀州つろう会（坂尻）、礁友会（芝野）、好釣会（西）、

平成２１年７月度　和歌山県釣連盟理事・役員会

・役員集合はAM４時００分に住金南門前。当日入場車両は登録必要（ナンバーを山本まで報告）

　　　　　和歌山連遊会（山本）、紀石四神会（林）、一石会（柳田・川原）、モスバーガー（前田様）

・役員（山戸東、宮本、山本、大畑、川原、福永、中畔、芝野、林、ほか後日確認 ＋ モスより前田さんほか２名）

　　【紀州グレ研】、駒田勝洋【紀州グレ研】の３名が２日目の決勝リーグに進出）

３．第3回よいこの釣り大会詳細決定


	７月２日

